
金
滞
古
蹟
志
巻
七

一
紀
に
・
六
年
四
月
下
旬
比
二
百
四
拾
同
位
、
五
月
十
五
日
三
百
自
に

成
、
廿
九
日
よ
り
三
百
五
拾
目
‘
六
月
十
一
日
頃
相
針
を
以
て
六
百

回
程
に
資
買
)
十
九
日
・
廿
日
の
直
段
八
百
五
拾
目
、
此
後
倫
遁
々

商
慣
に
成
、
既
に
銀
紗
停
止
の
前
日
七
月
廿
四
日
は
地
米
一
石
一
賞

二
・
三
百
目
、
翌
日
廿
五
日
の
霊
前
ま
で
一
石
の
直
段
一
一
問
中
闘
に
至
れ

り
と
あ
り
て
‘
邸
ち
貸
暦
六
年
七
月
廿
五
日
銀
紗
遁
用
停
止
と
成
り

た
り
。
A
A
奮
藩
中
米
慣
の
高
貴
闘
廷
に
過
ぎ
た
る
は
な
か
り
し
。

。
稽
若
水
醤
邸

改
作
所
奮
記
に
戟
せ
た
る
元
緑
八
年
三
月
算
用
場
の
鐘
容
に
、
築
種

商
賢
人
共
稲
若
水
方
へ
罷
越
、
相
帯
品
候
は
ど
可
承
、
若
水
宅
は
十
間

町
の
由
記
載
せ
り
。
稲
氏
は
本
首
稲
生
、
京
都
の
人
た
り
。
共
の
組
稲

生
左
衛
門
尉
基
宗
、
ニ
代
稲
生
美
濃
守
宗
貞
と

τ足
利
将
軍
に
仕
へ

た
り
。
父
稲
生
恒
軒
正
治
は
永
井
信
濃
守
に
仕
へ
、
若
水
も
初
め
永
井

家
に
仕
へ
た
り
。
元
総
六
年
五
月
前
悶
家
五
代
綱
紀
卿
の
召
に
依
っ

τ扶
持
人
と
成
り
、
金
揮
に
居
住
し
、
正
徳
五
年
七
月
六
日
夜
す
o
京

都
東
北
院
境
内
に
墳
墓
す
。
書
積
一
覧
に
云
ふ
。
若
水
稲
氏
。
名
宣
義
。

字
彰
信
。
始
物
産
畢
唱
。
と
あ
り
て
‘
儒
家
・
皆
家
隔
部
に
載
せ
た

り
。
庶
物
類
纂
室
鴻
巣
の
序
K
.
稲
君
彰
信
京
師
人
也
J

以
=
博
覧
強

機
-
名
二
世
吋
一
瞥
以
且
治
経
飴
暇
二
臓
取
=
古
今
名
物
之
寄
-
而
簡
v
之
a

英
v

不
E

研
究
探
索
由
v
侮
以
求
=
其
締
吋
而
於
昌
本
草
-
最
設
v
意
諺
一
疋
々
。
ま
た

結
晶
喝
居
別
集
の
序
に
も
、
余
友
稲
君
以
昌
博
物
-
聞
昌
於
天
下
吋
而
天
下

之
官
a
本
草
-
者
蹄
v
鷲
e

と
も
蛾
せ
た
り
。
庶
物
類
纂
は
締
結
卿
の
命

に
依
っ
て
編
纂
せ
り
。
此
の
替
は
鳩
巣
の
序
に
云
ふ
o
夫
諸
家
本
草

之
番
大
有
v
朱
v
備

d

而
共
論
昌
形
欣

-F名
綿
↓
・
亦
不
v
菟
E

多
有
弘
蹄
誤
吋
要
v

t

之
不
v
可
=
操
信
ゴ
逐
欲
v
考
a
訂
百
家
-
折
a
衷
群
官
-
部
分
類
失
以
成
剛
一
家

之
宮
町
未
v
泉
也
，
及
ν
至
v
策
a
名
務
府
プ
常
以
-
融
雅
-
骨
崎
E

我
侯
所
a
優
待
吋

乃
賜
=
君
休
眠
-
以
v
繰
家
居

e

給
以
=
紙
筆
傭
書
之
人
吋
得
"
以
商
品
霊
奮
串
-

艶
Y

以
平
背
所
a
蓄
箸
-
之
簡
冊
a
以
謀
畠
不
朽
於
後
世
へ
由
v
是
君
始
時
時
a
力

編
纂
吋
日
夜
拳
誠
子
a

久
v
之
不
v
倦

d

凡
臆
昌
二
十
稔
-
屡
易
v
稿
。
分
鴛
昌
二
十

ペd
m
-
w

三
部
↓
一
計
二
千
有
飴
種
。
皆
係
=
東
城
所
v
産
者
?
英
中
国
産
而
此
不
v
産

者
e

常
v
倹
昌
他
日
-
別
鍛
a
，
於
v
A
A
替
成

ψ

線
一
千
巻

d

名
目
a
庶
物
類
纂
吋

共
線
接
之
官
奥
=
緋
祈
之
精
吋
自
v
有
=
物
類
之
寄
-
以
来
未
昌
之
聞
-
也
云
々

と
。
青
地
欄
斡
の
年
表
に
一
宮
ふ
。
享
傑
四
年
九
月
十
一
日
間
番
菊
池

甚
十
郎
を
以
・
庶
物
類
纂
を
将
軍
家
へ
被
v
献

d

此
書
稲
若
水
綿
持
三

百
六
十
巻
、
凡
三
十
三
峡
八
曲
に
納
.
鏡
而
正
編
千
倉
.
縦
縞
千
巻
出

来
之
筈
之
底
.
若
水
死
而
不
v
鯵
v
功
.
可
v
惜
哉

e

共
時
之
奉
書
.

庶
物
類
纂
被
v
献
v
之
候
.
於
a

御
内
設
-
首
尾
克
途
-
敢
露
様
。
此
段
骨
m
v

可
昌
申
進
-
如
v
此
御
座
侠
.
以
上
.

九
月
十
一
日

戸

岡

山

城

守

松
平
加
賀
守
殿

按
宇
る
に
、
右
室
鳩
巣
の
序
は
、
書
末
に
日
東
賓
永
七
年
歳
衣
庚
寅

七
月
既
墜
と
あ
り
。
さ
れ
ば
賓
永
七
年
よ
り
二
十
稔
前
は
元
総
四
年

た
り
。
温
故
遺
文
に
載
せ
た
る
稲
若
水
の
願
書
に
、
私
二
十
二
・
三
哉

の
時
皐
明
経
世
文
続
を
一
覧
仕
候
へ
ば
、
日
本
の
事
を
論
じ
.
日
本

国
は
諸
事
不
足
た
し
と
い
へ
ど
も
、
薬
物
の
み
共
固
に
無
v
之
、
中
華

を
頼
不
v
申
て
は
不
v
成
事
の
や
う
に
申
置
た
り
。
私
奉
v
存
K
、
吟
味

仕
候
て
大
方
の
物
は
可
v
有
ν
之
と
。
共
よ
り
本
草
畢
を
好
出
。
陶
弘

景
・
李
時
珍
等
の
本
草
の
時
間
註
本
等
も
詳
細
無
v
之
。
若
し
縞
越
の
事

被
ν
命
候
は
ピ
、
御
成
光
を
以
て
四
・
五
年
の
内
に
食
物
偲
信
の
一
番

献
上
可
v
仕
。
左
様
に
候
は

r.
登
夜
精
力
を
蓋
し
、
一
-R

明
設
を
求

め
候
て
、
食
料
に
入
候
物
築
修
可
v
仕
。
克
御
用
に
可
v
立
程
の
事
に
は

有
閑
敷
共
、
一
分
の
御
奉
公
に
仕
度
大
願
に
奉
v
存
候
云
々
。
十
二
月

五
日
稲
若
水
。
と
記
載
す
。
右
は
年
鋭
干
支
を
開
き
た
る
ゆ
ゑ
花
、

年
暦
未
詳
と
い
へ
ど
も
、
元
緑
の
初
め
頃
た
ら
ん
か
。
参
議
中
将
綱
紀

金
滞
古
蹟
志
巻
七

卿
宿
所
願
の
趣
を
閲
食
上
げ
ら
れ
、
庶
物
類
纂
網
越
の
事
を
命
ぜ
ら

れ
た
り
と
聞
ゆ
。
湯
潟
祇
府
日
く
、
古
老
の
停
訟
を
聞
く
に
、
綱
紀

卿
は
乗
ね
て
よ
り
皇
朝
の
拷
記
録
共
を
都
部
に
担
索
せ
し
め
ら
れ
、

周
史
編
纂
の
息
食
あ
り
し
か
ど
、
既
に
水
戸
黄
門
光
聞
卿
大
日
本
史

の
編
纂
の
奉
あ
る
よ
し
を
聞
き
給
ひ
、
園
史
編
纂
の
念
を
止
め
ら

れ
、
何
卒
外
に
然
る
べ
き
大
部
の
書
籍
を
編
縛
被
v
成
度
と
の
内
意
・
な

る
慮
、
約
若
水
よ
り
物
産
の
替
を
編
纂
致
し
た
き
願
意
を
建
曾
す
、

依
っ
て
速
に
採
用
せ
ら
れ
、
庶
物
類
纂
京
綿
一
千
巻
、
続
編
一
千
巻

を
続
斡
あ
り
度
し
と
の
内
命
に
て
、
編
纂
の
緒
入
費
悉
く
皆
申
立
の

如
く
渡
さ
れ
し
か
ど
、
若
水
そ
の
成
功
を
鯵
へ
守
し
て
残
せ
り
。
克

も
大
部
の
書
、
殊
に
後
世
の
必
用
と
成
る
べ
き
も
の
た
る
ゆ
ゑ
に
‘

幕
府
民
て
成
功
を
遂
げ
し
め
ら
れ
度
し
と
の
事
に
て
、
若
水
宛
後
既

に
成
撰
の
分
を
ば
進
献
せ
ら
れ
し
庭
、
幕
府
に
て
全
部
成
功
の
事
あ

る
べ
し
と
て
、
若
水
の
遺
稿
を
召
上
げ
ら
れ
た
り
と
い
へ
り
。
策
辱

雑
記
に
一
式
ふ
。
享
保
八
年
四
月
三
日
於
昌
江
戸
一
御
唇
師
薬
種
見
内
山

売
中
御
宛
行
百
石
之
島
、
拾
人
扶
持
増
被
v
下
、
先
年
稲
若
水
h
被・

指
添
一
本
草
之
儀
申
談
候
様
に
被
a
仰
波
-
候
鹿
、
共
以
後
心
懸
、
此
度

長
崎
h
罷
越
度
旨
相
願
。
逮
園
之
儀
家
来
無
人
に
而
は
如
何
に
被
=
思




